
京都府立八幡支援学校

第１回「公開研究会」のご案内
◆◇◆ 研究主題

「５つの力」の獲得を基軸とした授業づくり
～「テーマ学習」２年間の実践をとおして伝えたいこと～

＊「５つの力」…自立と社会参加を目指し卒業後のＱＯＬを高めるためにつけたい５つの力

○健康に生きる力 ○感じる・わかる力、理解する力 ○表現する・つくる力、働く力

○伝える力、人と関わりを持つ力 ○社会(家庭・地域)で豊かに暮らしていく力

◆◇◆ 期 日

平成２３年１２月９日(金) ９:３０-１６:４０

◆◇◆ 会 場

高等学校と同一敷地内にある、小学部・中学部・高等部をもつ全国初の特別支援学校

京都府立八幡支援学校
〒614-8236 京都府八幡市内里柿谷16-1

tel.075-982-7321 fax.075-982-7361

全体会、公開授業、分科会等の場所は当日御案内いたします。

◆◇◆ ごあいさつ

秋風の心地よい季節となりました。

各校・機関では特別支援教育の発展のために御尽力のことと存じます。

本校は開校２年目の新設校で、自立と社会参加を目指し卒業後のＱＯＬを高めるためにつけたい「５つ

の力」を育むために「テーマ学習」を中心とした教育課程づくりをすすめています。また、小学部・中学

部・高等部を設置した特別支援学校と高等学校が同一敷地内にあるという、日本初の環境を活かして「交

流及び共同学習」にも力を入れています。この度、本校の教育実践の一端を公開し、広く皆様から御指導、

御助言をいただきたく、第１回「公開研究会」を開催いたします。

校務御多用のこととは存じますが、多数御参加いただきますよう御案内申し上げます。

平成23年10月17日

京都府立八幡支援学校 校長 山 田 和 孝



◆◇◆ 日 程
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◆◇◆ 全体会Ⅰ ９：３０～１０：３０

(１)開会挨拶及び本校の概要

(２)「テーマ学習」報告～「『テーマ学習』２年間の実践をとおして伝えたいこと」

本校教育課程の特色である「テーマ学習」について、そのねらいやポイント、今まで

の実践と課題等を説明します。

◆◇◆ 公開授業・研究授業 １０：４０～１１：４０

(１)各学部とも全クラスで「テーマ学習」の授業を公開しますので御覧ください。

(２)午後の「分科会」で中心的に研究するグループ・コースを次のように設定しています。

学部 グループ・コース 単元名・学習活動内容

知的・自閉
「クリスマス村へようこそ」

小学部
グループ

低学年の自閉症の児童が、感覚に視点をあてた「遊び」の中で、児童の主体的な

働きかけを引き出し、目的をもった運び活動が必然的に生まれる学習の工夫。

知的・自閉
「SUKETTO(助っ人)～お手伝いをしよう～」

グループ
友だちと協力しながらくり返しお手伝いに取り組み、その様子を振り返ることで、

中学部

達成感や自分の思いを発表し自信を高めていく学習。

知的・自閉
「Mission『ニコニコ、テキパキ、マナーよく』」

グループ
４～７組合同で取り組む「わくわくマーケット」において、10月から製作してき

た製品を友だちと役割を果たしながら販売する学習。

生活デザイン
「デリバリー」

コース
デリバリー(宅配・配達)活動に取り組み、目的をもったやりとりや相手を意識し

高等部

て運ぶことを通して、コミュニケーションの力を確かにする学習。

就労デザイン
「調べて、計画して、ＧＯ！～活動の振り返り～」

コース
計画から実行までグループ討論なども取り入れながら、自分たちで取り組み、成

果や課題を見つけ出し次のステップへつなげる。体験から発展させる学習。

重度重複障害
「お話(童話)～おしゃれなカエル～」

(医療的ケアを含む)
お話(童話)をとおして、生徒が興味をもって見続ける力、気持ちを表出する力、

対象に働きかける力を引き出すことをねらった学習。

「単元名」は変更になる場合があります。



◆◇◆ 「昼休み交流」公開、校内見学 １１：４０～１２：４０

(１)「昼休み交流」公開
本校児童生徒と京都八幡高校生徒が一緒に昼食をとったり、レクリエーショ

ンに取り組みます。該当クラスは当日お知らせします。

(２)校内見学 本校の施設等も御自由に御覧ください。

◆◇◆ 展 示 １１：４０～１４：００

本校１年半の教育実践をパネルや映像資料で展示します。

◆◇◆ 全体会Ⅱ １４：００～１５：００

シンポジウム「交流っていいよね。たのしいし、自分にとってもいいことあるし。」

～「交流及び共同学習」の教育的意義を考える～

報告者 京都府立京都八幡高等学校生徒・教諭、本校教諭

本校は開校以来、日常の「昼休み交流」、「行事交流」、「授業交流」の３つの取り組

みをとおして、スクールパートナーである京都八幡高校の高校生と交流を深めていま

す。その様子を紹介しながら、教育的意義について考えます。

◆◇◆ 分 科 会 １５：１０～１６：４０

(１)Ａ～Ｅの５つの分科会に分かれて「テーマ学習」について授業研究を行います。

分科会名 研 究 テ ー マ

Ａ 小 学 部 思いっきり、たっぷりと「遊ぶ」ことを学ぶ。繰り返してできることを学ぶ。

Ｂ 中 学 部 独り立ちする時期(思春期)に、仲間の良さを仲間とともに学ぶ。

Ｃ 高等部・生活 少し先のことを予測して、今、確かな力をつけるために学ぶ。

Ｄ 高等部・就労 「社会人」として豊かに暮らしていくために。

Ｅ 重 度 重 複 一人ひとりの主体性を活かす授業づくりのために。

(２)閉会挨拶

◆◇◆ 申込方法

(１)申込期限 平成23年11月18日(金)

(２)申込方法 別紙「参加申込書」に必要事項を御記入の上、ファックス等にてお申し込みく

ださい。

(３)そ の 他 本校ホームページにも「ご案内」、「参加申込書」を掲載していますのでご活用

ください。



◆◇◆ 学校案内図

◆◇◆ 公共交通機関

(１)京阪電車「樟葉(くずは)」駅から

京阪バス 16・16Ｂ・67Ｂ 系統 「京都八幡高校南学舎」下車 すぐ

16Ａ・16Ｃ・67Ｄ 系統 「金右衛門口」下車 徒歩10分

(２)ＪＲ学研都市線「松井山手」駅から

京阪バス 16・67Ｂ 系統 「京都八幡高校南学舎」下車 すぐ

16Ａ・67 系統 「金右衛門口」下車 徒歩10分

(３)ＪＲ学研都市線「京田辺」駅および近鉄電車「新田辺」駅から

京阪バス 67Ｂ 系統 「京都八幡高校南学舎」下車 すぐ

67 系統 「金右衛門口」下車 徒歩10分

＊時刻や運賃は京阪バスのホームページで最新の情報をお確かめください。

◆◇◆ 本校へ自動車でおいでになる際のお願い

(１)本校周辺道路では本校児童生徒の他に、京都八幡高校南キャンパスや男山東中学校の生徒が

通学や部活動、校外学習などで活動しています。本校前の道路は特に狭いですので、運転に

は十分御注意願います。

(２)駐車スペースが限られております。当日は係員の誘導に従って駐車願います。それ以外の場

所への駐車は周辺道路も含めて御遠慮ください。(できるだけ公共交通機関を御利用願いま

す。)

(３)途中から参加される場合、校門の出入りのあと必ず門扉をお閉めください。また、校内では

最徐行運転でお願いいたします。児童生徒の安全確保のため、御協力をお願いいたします。
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平成23年10月17日

関 係 各 位

京都府立八幡支援学校

校長 山 田 和 孝

第１回公開研究会の開催について［第２次案内］

秋涼の候 皆様にはますます御清祥のこととお喜び申し上げます。

平素は本校の教育推進に御理解と御協力をいただき誠に有り難うございます。

さて、本校は開校２年目の新設校で、自立と社会参加を目指した「５つの力」を育むために

「テーマ学習」を中心とした教育課程づくりをすすめています。また、小学部・中学部・高等

部を設置した特別支援学校と高等学校が同一敷地内にあるという、日本初の環境を活かして「交

流及び共同学習」にも力を入れています。この度、本校の教育実践の一端を公開し、広く皆様

から御指導、御助言をいただきたく、別紙のとおり公開研究会を開催いたします。

つきましては、校務御多用のこととは存じますが、多数御参加いただきますよう御案内申し

上げます。

なお、御参加いただける場合には、裏面の「参加申込書」に必要事項を御記入の上、ファッ

クス等にて11月18日(金)までにお知らせくださるようお願いいたします。(送り状は不要です。)

◆◇◆ つながり・チャレンジする子どもたち・学校 ◆◇◆

京都府立八幡支援学校
〒614-8236 京都府八幡市内里柿谷16-1

tel.075-982-7321 fax.075-982-7361

http://www.kyoto-be.ne.jp/yawata-s/



- 2 -

京都府立八幡支援学校 第１回「公開研究会」参加申込書

送り先：京都府立八幡支援学校

〒614-8236 京都府八幡市内里柿谷16-1

ＦＡＸ．０７５-９８２-７３６１

申込日( )月( )日

機関名等

電話番号( ) －

所在地
〒( － )

職名 氏 名 参加分科会 利用される交通機関

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ・Ｅ 自動車・同乗・公共交通機関・その他

通信欄

１ 「参加分科会」「利用される交通機関」欄はいずれかに○印をお付けください。

分科会…Ａ「小学部」、Ｂ「中学部」、Ｃ「高等部(生活)」、Ｄ「高等部(就労)」、Ｅ「重度重複」

２ 駐車スペースが限られております。できるだけ公共交通機関もしくは自動車の場合は乗り

合わせでお越しくださるよう御協力をお願いいたします。

３ 昼食は各自で御準備ください。

４ 参加申し込み締切は11月18日(金)です。ファックス等でお知らせください。
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